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内容の要旨および審査の結果の要旨
高血圧性脳内出血に対する定位的脳内血腫除去術のために，新しい装置（Ｓｔｅｒｅｏｔａｃｔｉｃ
Ａｑｕａ－ｓｒｅａｍａｎｄＡｓｐｉｒator，SAS&A）を開発した。これは従来の吸引のみに頼る方法では不
可能であった発症早期の硬い脳内血腫を，高速水噴流の破壊力により粉砕し，吸引，除去する装
置である。本研究では実験的にSAS&Aの血腫除去能力と，安全性に関して検討することを目的と
した。試験管内に人保存血とトロンピン末を加え20,1の血腫を作成し，その中でSAS&Aを作動し，
SAS&Aの血腫除去能力を左右する吸引の陰圧と，高速水噴流の圧の至適条件を検討した。吸引圧
100諏Hg～200廓廓Hg，水圧lOIc9／cボー20ｋ,／c耐の条件で20mlの血腫を除去するのに30秒から５分を
要し，血腫除去にはこの範囲の条件が適していると考えられた。吸引圧，および高速水の圧が高
いほど血腫除去能力は優れていた。実際の手術に際しては低い圧条件から操作を始め，徐々に条
件を高くするのが適当と考えられた。吸引のみで血腫除去を行った場合と比較すると，SAS&Aの
能力は統計学的に有意に優れており，特に硬い凝血塊の場合に差は明らかであった。次にゼラチ
ン塊の中に40,1の血腫を作成し，頭蓋内圧を考慮しそれを水中に沈めることにより２０cjmH20の圧
を加え脳内血腫モデルを作成し，上記の至適圧条件により血腫除去を行った。ＳASMは５分間に
70～84.2％の血腫を除去し，吸引の糸に比べ有意に高い血腫除去率を示した。次に安全性を検討
するためにイヌの脳実質内でSAS&Aを作動させ，吸引除去されてくる脳実質の定量，および作用
断面組織の観察を行った。至適圧条件下で吸引除去される脳実質の重量は0.029／、in未満であっ
た。また光顕による観察では組織の損傷はSAS&Aの作用断面から２繩以内であった。実際の手術
に際しては，プローベの先端は血腫の中心に置かれるので，SAS&Aによる脳実質の損傷はほとん
どないと考えられる。
以上より本装置は硬い血腫も除去可能で，正常脳組織をほとんど損傷しないため，発症早期の
高血圧性脳内出血に対し，定位的脳内血腫除去術を安全かつ完全に行う上で極めて有用な装置と
考えられた。
本論文は新しい血腫吸引除去装置，SAS&Aの血腫除去能力と，安全性を実験的に検討したもの
で脳神経外科の発展に寄与する労作と認められた。
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